
大町産木材（間伐材）を利用した 自然に返るウッドチップ舗装

自然素材 畜水率を上げてクールアイランドを実現できる遊歩道

ウッドチップ遊歩道は、夏涼しく、
冬暖かい環境改善機能を持っていま
す。しかもすべて自然素材で使用後
土に戻せます

大町産の杉・ヒノキ・カラマ
ツを利用しています。木材の
利用促進により、間伐事業を
応援し、健康で豊かな森つく
りを目指しています。

施工後3年8か月経過した様子 施工後3年8か月経過した舗装表面の様子

お問い合わせ

北アルプス森林組合
〒398-0001長野県大町市平木崎10788－1 電0261‐22‐0711

材料混合作業 敷きならし作業 完成



特    徴 

お問い合わせは・・・ 

北アルプス森林組合 

〒398-0001 

長野県大町市平木崎 10788－1 

電話： 0261‐22‐0711 

 

 

 

 

 

 

 

・海水から抽出した高純度のマグネシウムを主原料としているので安全です 

・現地の土やお好みの土を利用して土壌を固め、雑草が生えなくなります 

・固めた土は水を吸い込むので、水溜まりができにくくなります 

・保水性があるので、夏場の温度上昇を抑えヒートアイランドを抑制します 

・壊して土に戻すと肥料になるので、産業廃棄物が出ません 
  

 

①硬化させる土壌の面積、深度を決め、掘り返して細かくします 

②その土壌に応じて必要な場合、砂やウッドチップなどを混ぜてならします 

③土壌に硬化剤を混ぜ、ダマができたりムラがないようによく撹拌します 

④撹拌した土壌に転圧をかけ、十分に固めてから平らにならします 

⑤転圧が終了したら上からたっぷり散水し、マグネシウムを硬化させます 

⑥散水後、養生して完成です 

                    

 

・公園などの自然な歩道に 

・庭や植え込みなどの雑草防止に 

・簡易駐車場のぬかるみ対策に 

・のり面などの土砂流出防止に 

用    途 

施 工 方 法 

（舗装事例） 
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